
上島野遺跡で採集された縄文土器

報五條４月号より６回にわたり、五條に深く関
かか

わった松倉豊
後守重政の物語を書いてきました。松倉重政は、文武に秀でた戦国
武将であり、関ヶ原の戦と、大坂夏の陣では赫

かっ

々
かく

たる武勲をあげて
います。慶長１３（１６０８）年、徳川家康の命により、大名として
二見城に入部しましたが、二見村と五條村の間に、諸役免許して商
人を集め、商業の中心となる新町を創設しました。さらに、江戸幕
府からの信任厚く、西国大名のお目付として元和２（１６１６）年、
４万３千石の島原領主として移封されたときも、天下の名城島原城
とその城下町を７年の歳月をかけて築城しています。
　来る、平成２０（２００８）年は、松倉豊後守重政が大和五條の二
見城に入城し、新町を創設して４００年目の記念の年となります。
重政の偉業を顕彰し、五條で育

はぐぐ

まれた近世町民の歴史と文化の交流
を、広く皆様にお伝えするため、「新町と松倉豊後守重政４００年記
念事業実行委員会」を立ち上げ活動を開始しております。
　今回は、今後予定されている主な記念事業について説明させてい
ただきます。

　まず、本年１０月２７日（土）午後２時より以下の講演会を開催い
たします。
☆記念講演会「近世五條の魅力」（仮題）
　■日時　１０月２７日（土）午後２時～４時
　■場所　二見公民館
　■講師　谷山正道先生（天理大学文学部教授）

　次に、平成２０年記念の年の主な事業、現在実行委員会で計画中
のものを紹介します。

☆「松倉祭り」
　江戸時代の古文書に新町の町民が、松倉豊後守重政に感謝をこめ
て、松倉祭りをおこなったとの記録が残っています。お祭りの具体
的な姿は現在に伝わっていませんが、４００年を記念してこのお祭
りを再興し、市民の皆様にもご参加いただき、はるか松倉重政の遺
徳を偲

しの

び、感謝の想
おも

いを表現したいと考えております。
☆「顕彰碑の建立」
　松倉豊後守重政が二見城入城以来、五條における治世はわずか８
年間でありましたが、新町の創設をはじめ、商業都市五條の礎を築
いた功績はまことに大きいものがありました。松倉重政の功績を讃

たた

えるため、顕彰碑の建立を企画しています。
☆「記念誌発刊」
　新町と松倉豊後守重政４００年記念の中心的事業として「新町と
松倉豊後守重政４００年記念誌」の発刊を予定しています。松倉重
政の一代記、新町の創設、町民の自治の歴史、水陸交通の要衝とし
て栄えた五條の歴史、五條代官所の設置、現在の五條まで、遺

のこ

され
た豊富な文書、資料を後世に伝えるべく、重厚な歴史書としての記
念誌を編

へん

纂
さん

しようと事業を開始しました。
☆「記念式典」・「法要」・「記念講演会・研修会」
　平成20年11月16日（日）に記念の年の締めくくりとして「記念式
典」と「法要」を予定しており、「記念講演会・研修会」なども逐次企画
しております。
☆「新町と松倉豊後守重政４００年記念事業」ホームページを設置し
て、案内を開始しました。４月より広報五條に掲載された文章も
資料として紹介しています。　

　ホームページアドレス　http：//www.gojo.ne.jp/matsukura/
■問合先　新町と松倉豊後守重政４００年記念事業実行委員会事務

局（まちや館内）　☎・FAX２３・２２０３（月・木曜日休館）

第７回
「新町と松倉豊後守重政400年記念
事業」

（新町と松倉豊後守重政４００年記念事業実行委員会委員長　槇野久春）

五條地区市立五條文化博物館　平成19年度秋季特別展

五條探究50年−収集された考古遺物ー
　五條に生まれ育った故・堤昭二氏（１９２７～１９９９年）は、小
学校教員としての本務の傍ら、五條市内外の古代遺跡を精力的に踏
査し、考古遺物を発見しました。今回は氏の収集品の中から、五條
とその周辺の古代史を明らかにするうえで重要な資料を展示しま
す。
■会期　１０月２７日（土）～１２月２日（日）
　　　　※毎週月曜日は休館
　　　　午前９時～午後５時（入館受付は午後４時３０分まで）
■会場　市立五條文化博物館３階特別展示室
■内容（展示で取り上げる遺跡）
【五條市内】上島野遺跡、東阿田稲口・切畑遺跡、野原遺跡、中遺跡、
近内鑵子塚古墳、引ノ山古墳群、古ヤシキ（西山）瓦窯跡など
【五條市外】佐名伝遺跡（吉野郡大淀町）、巨勢山古墳群（御所市）、岩
橋千塚古墳群（和歌山市）など	
■観覧料　大人３００円、高校・大学生２００円、小・中学生
１５０円
※２０人以上の団体は、それぞれ２割引。
　小学生未満、毎週土曜日の小中養高生、６５歳以上、障害者・介
添者は無料。
※１１月１７日（土）・１８日（日）は、関西文化の日として無料。
■学芸員による展示解説　１１月３日（土・祝）、２５日（日）午後２
時～２時３０分
■その他　無料シャトルバスを会期中の日曜日と祝日に、ＪＲ五条駅北口と博物館の間で運行します。
　　　　　（ＪＲ五条駅北口発　10:35､11:35､12:35､13:35､14:35）
■問合先　市立五條文化博物館　☎２４・２０１１
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